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ミヤママタタビ根からの抽出物の作用効果を検討するために、各抽出物の RAW 264.7 細胞に対する増殖促
進効果及び抗癌剤（Doxorubicin）による RAW 264.7 細胞の増殖抑制を阻害する作用を測定した。 TW100 と
TW-Pcは RAW 264.7 細胞の増殖を促進し、さらに、Doxorubicin誘導した RAW 264.7 細胞の増殖抑制を阻害




審 査 の 結 果 の 要 旨
　ミヤママタタビ根の抗酸化作用、子宮頸癌 ME-180 と大腸癌 DLD-1 細胞に対する増殖抑制効果とアポトー
シス誘導効果、そしてマクロファージ RAW 264.7 細胞への保護効果を検討した。まず、SOD活性アッセイ
及び DPPHラジカル消去活性アッセイによって、ミヤママタタビ根からの熱水抽出物（TW100）とエタノー
ル抽出物（TE）の抗酸化作用を検討した。 TEより TW100 は SOD様活性と DPPHラジカル消去活性が強
いことが分かった。抗酸化活性成分を検討するために、さらに、TW100 が粗多糖類画分（TW-Pc）と非多






物には ME-180 と DLD-1 細胞に対する増殖抑制効果やアポトーシス誘導効果の差別が見られなかった。以上
の結果により、ミヤママタタビ根は有効な抗癌剤として開発と利用を期待できることが示唆された。
　最後、免疫細胞におけるミヤママタタビ根からの抽出物の作用効果を検討するために、各抽出物の
RAW264.7 細胞に対する増殖促進効果及び抗癌剤（Doxorubicin）による RAW 264.7 細胞の増殖抑制を阻害す
る作用を測定した。 TW100 と TW-Pcは RAW 264.7 細胞の増殖を促進し、さらに、Doxorubicin誘導した
RAW 264.7 細胞の増殖抑制を阻害したことが分かった。以上の結果により、TW100、特にその TW-Pc画分
は RAW264.7 細胞を活性化し、Doxorubicinからの保護効果があることが明らかになった。本研究はミヤマ
マタタビ根には抗酸化、抗癌及び免疫賦活活性を有することが確認でき、非常に重要な知見であると判断さ
れる。ミヤママタタビ根による癌の予防と治療における新薬の開発に科学的に根拠が提供できた点が高く評
価される。
　よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
